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連続 繊維シートによるモルタルの補強効果に関する研究

連続繊維シー ト

補強

1 .はじめに

接着剤 CFr 

コンクリー ト充填鋼管(以下， CFT)柱の高靭性を活かす

ため， CFT構造の崩壊機構を従来の梁降伏型に加え，一

部柱降伏を許容することが提案されている。1)また CFT柱

は円形鋼管の場合は高靭性であるが，施工性の理由から

角形鋼管が多く採用されており，角形鋼管の場合は平板

部の局部座屈により CFT柱の高靭性を活かされていない

ことが問題として挙げられている。

高強度，高弾性，高耐久性といった特徴を持った連続

繊維(以下， CF)シートにより補強することで，局部座屈を

起こさず高靭性を確保できると考え， CFシートの補強に

よる力学的性状を明らかにするため，モルタルのみを用

いた基礎的研究を行った。

2 実験概要

2.1実験の要因と水準

2.1目1実験 1[接着剤]

CFシートを張り 付ける接着剤の塗布量による影響を調

査した。水準は本実験において使用した CFシートの施工

指針を基に 600-800g/rrfとした。試験体に接着剤を塗布し

たが，各試験体で異なり ，550-750g/rrf程度となった。試

験体寸法はゆ 50XHI00皿を使用した。

2.1.2実験 2[CFシート]

無補強のモルタ/レ(以下， ベースモルタノレ)，CFシート

を l周巻いたモルタノレ(以下， CFモルタノレ)および CFシー

ト張付け時の接着剤のみを塗布(目標塗布量 700g/rrf)した

モルタノレ(以下， B モルタノレ)とした。本実験において使用

した CFシー トの施工指針を参考に必要重ね長さを半周と

し，接着剤も同指針の標準塗布量 700g/rrf程度とした。試

験体寸法はゆ 100XH200凹を使用した。

2.1.3実験 3[内部欠陥]

2.1.2による実験で CFシートの補強効果を十分に発揮さ

せるには補強箇所の中央部付近で破壊させなければなら

ないが，補強により最大耐力を上昇させてしまうと無補

強箇所(試験体上下部)で破壊を生じる可能性がある。

このため，補強箇所中央部で破壊させるため， 2.1.2と同

様の試験体に内部欠陥を配置した。試験体寸法は φ100X

H200凹，内部欠陥寸法はの 50XH75凹とし，試験体中央
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に配置した。なお，各試験体名は 2.1.2で用いた名称の接

頭部に defを配した。コンクリー トの内部欠陥に及ぼす内

部欠陥の形状が認められているが 2)，ここでは， 円柱試験

体および円柱の内部欠陥を使用している。

2.2使用材料

使用材料およびその仕様を表 lに示した。

表 1使用材料および仕様

使用材料 仕様

セメント 普通ポルトフント、セメント(密度 3.15g/rri') 

岐阜県多治見市産

細骨材 (表乾比重 2.55g/crri'，吸水率1.78略，

実積率 65.3弛)

局性能減水剤 ポリカノレボン酸コポリマー

CFシート 炭素繊維シート(繊維目付 300g/rri')

プフイマー エポキシ樹脂系

接着剤 (コンクリート接着強さ1.9N/mrri') 

内部欠陥 発泡スチロール

モノレタルの調合は水セメン ト比0.4， セメント砂比0.4と

し，混和剤添加率はセメン ト使用量の 0.5%とした。

2.3供試体作製方法および試験方法

混錬から圧縮強度試験までのフローチャー卜を図 lに示

した。試験体は nSA1132に準じて作製した。なお，内

部欠陥を有するモルタルの内部欠陥は事前に型枠内に

配置し，締固めは木づちのみとした[実験 3]。圧縮強度

試験は JISA1108に準じて実施した。

図 1フローチャート

3.実験結果

3.1実験 1[接着剤]

図2に接着剤塗布量と圧縮強度比の関係，図 3に接着剤

塗布量とヤング係数比の関係を示した。圧縮強度比，ヤ

ング係数比は各圧縮強度，ヤング係数をベースモルタル

のそれで除したものである。
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図2 接着剤塗布量と圧縮強度比の関係

接着剤を塗布 した こ とにより ， 圧縮強度比は 1.08~1.28 

となった。 ヤング係数比は 1.02~ 1.l 2 で、あった。 圧縮強度

比の増加は接着剤を塗布 した ことによる拘束効果と考え

るが，塗布量 550g/rrfから 750g/rrfで、は圧縮強度比の変化は

認められず，一定であった。このことから，シー トを接

着する際に施工指針の範囲内での使用量であれば，接着

剤の影響は試験結果に影響しないと考える。

図4にヤング係数比と圧縮強度比の関係を示した。ヤン

グ係数比の増加以上に圧縮強度比の増加が認められた。

接着剤の塗布はモルタルの弾性範囲では影響ないが，塑

性範囲での影響があり ，圧縮強度を増加 させる ことが確
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図3 接着剤塗布量とヤング係数比の関係
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図4 ヤング係数比と圧縮強度比の関係
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3.2実験 2[CFシート]，実験 3[内部欠陥]

図5に各種モノレタノレと圧縮強度の関係， 図 6に各種モル

タルとヤング係数の関係を示した。

圧縮強度およびヤング係数ともに内部欠陥の有無にか

かわらず，接着剤の塗布による影響は認められなかった。

3.1では接着剤の影響が認められたが，試験体寸法が大き

くなることにより影響が小さくなることが確認された。

CFモノレタルはベースモルタルと 比較し，圧縮強度が

28%程度，def CFモルタルは defベースモルタルと 比較

し，圧縮強度が 11%程度増加 した。内部欠陥を有する場

合，内部欠陥を有しない場合と 比較し，圧縮強度の増加

が小さいことが認められた。CFシー トにより 外周部は拘

束されているが，内部欠陥部が拘束されていないため，

内部欠陥側にて破壊 されていくためと考える。

4固まとめ

本実験の範囲において以下の結果を得た。

①接着剤の塗布により圧縮強度が 8-28%増加 した。

②接着剤塗布量の範囲では圧縮強度，ヤング係数とも

一定であった。

③内部欠陥のある CFモノレタルの圧縮強度の増加は内部

欠陥のない場合と比較し，小さかった。

謝辞 本研究の研究成果は，日 鉄ケミカル&マテリアル株

式会社の支援による。
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図5 各種モルタルと圧縮強度の関係
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